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隠れた日常がまちを興す
ー熱海市における共同浴場 +公民館の提案ー
DAIRY HIDDEN TO THE CITY REVITALIZATION





　Originally a tourist, do not glimpse the truth of the place. However, at present refers to the part of the 
surface layer made  by only a field outside world, most of the tourist attractions are,'s is hidden in the back 
everyday in there today. In this plan, by rethinking the whereabouts of everyday people living in the city of 



































































04-2. ダイアグラム 2 
 敷地内は 20 m もの高低差のある両方向からのアプローチが想 
定されるため、ちょうど中間の高さに基準レベルとなる床面を据 
 
SITE 
え付け、そこに斜行コアを伸ばすことで、周辺の街路がそのまま 
侵入するインフラとなる。 
幹線道路 動脈（路
地空間） 
商店街 
 
03-2. ベイサイド沿い唯一の空隙 
 この場所は何年も放置された海岸沿い唯一の空隙である。湾を 
見下ろすことのできる熱海特有の斜面地のほとんどが「観光」の 
場所とされ、そこにはこのまちで暮らす人々の居場所はない。こ 
うした場所に日常の居場所をつくることは、このまちで暮らす 
人々が「熱海に住む」と感じるきっかけの場となるとも考える。 
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03-3. 周辺環境 
 計画地は地形に沿うように形成された小さなベクトルをもつ坂 
道や階段によって浮かび上がった扁平な土地であり、ここでの計 
画はそれらを吸収する緩衝帯となるようなものとして考えてい 
く。 
 
 
05-1. コンセプトモデル 
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